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本論文は、東京一極集中現象について、その構造特性を社会学的に考察し、解明するこ

とを目的としている。各章の内容は以下の通りである。 

 「序章 問題設定」では、東京一極集中の現状と問題点を示しながら問題意識を述べ、

従来の東京一極集中研究では「なぜ他ならぬ東京にばかり集中するのか」という問いに

対する十分な議論がなされてこなかったことを論じた。その上で、東京一極集中現象の

解明のためにはわが国の社会構造的要因に着目した歴史的・文化的アプローチが不可欠

であることを強調した。 

 「第 1章 世界史的視野からみた都市形成の東西比較」では、マックス・ヴェーバー

の都市論を批判的に検討した上で都市形成の契機となる「ミヤコ」的機能と「イチ」的

機能を提示し、東西都市比較によって東洋都市の政治行政依存型都市形成の論理を明ら

かにした。 

 「第 2章 東京一極集中論の展開」では、東京一極集中をめぐる主要な先行研究を検

討・総括し、東京一極集中を論じるための新たな分析枠組の必要性を提起した。 

 「第 3章 人口分析からみた東京一極集中」では、東京圏ないし東京都心部の人口動

向を把握することを試みた。また近年のいわゆる「都心回帰」現象の実態とその政治的

背景を考察し、そこに伏在する行政主導的構造を明らかにした。 

 「第 4章 立地分析からみた東京一極集中」では、鈴木栄太郎の結節機関説に立脚し

て、わが国の都市システムにおける政治行政・経済・文化的結節機関の立地状況を考察

した。また先進諸国との比較を行い、機関立地からみた東京一極集中の特質を析出した。 

 「第 5章 東京一極集中の社会史的考察」では、東京都心部の形成過程をたどるとと

もに、日本的社会原理である「イエ社会の論理」に着目し、この観点から東京一極集中

の歴史的規定要因を考察した。 

 「第 6 章 日本人の『東京志向』」では、人口や機関立地といったマクロ的指標から

は捉えにくい、心性としての「東京志向」について論じた。まず社会心理的要因として

の都市の「魅力」に着目し、既往の研究を参照しながら基本的論点を整理した。つぎに、

東京が近代的な空間へと変貌していく過程で、人々が鉄道というメディアを通じて都市

的な自由の空間を獲得し、マス・メディアが若者の立身出世への野心と彼らの東京への

憧憬・故郷への郷愁の心情に作用し、東京志向の心性を強めていったことを論じた。そ

して、人口の集中という東京一極集中の特性が都市のメディア性と結びつき、東京の「魅

力」を再生産していることを論じた。 

 「終章 東京一極集中の構造と特性」では、本論文の各章で展開してきた考察を総括

し、東京一極集中現象から見出せる構造特性として「行政主導型都市形成」をあげ、こ

の問題について詳論するとともに、社会心理的要因としての日本人の「東京志向」のメ

ンタリティーに対するより深い考察と理解の必要性を強調した。 


